
第
一
五
四
号

令和 7 年 4 月

第
72
回
公
募 

東
海
書
道
藝
術
院
展 

開
幕

会
期
：
令
和
７
年
４
月
８
日（
火
） 

～ 

13
日（
日
）

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

第
１
会
場
：

第
２
会
場
：

会　
　

長　
　

風

岡

五

城

会
長
挨
拶

清
明
の
候
、
第
七
十
二
回
東
海
書

道
藝
術
院
展
の
開
幕
を
迎
え
ま
し

た
。先
ず
も
っ
て
こ
の
た
び
ご
受
賞
・

ご
入
選
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心

よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
本
展
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
役
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
会
員

の
皆
様
の
ご
尽
力
、
あ
る
い
は
関
係

各
位
の
ご
支
援
に
対
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

会
場
は
、
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

の
二
会
場
と
な
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら

に
も
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
じ
っ

く
り
と
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

作
品
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
分

か
る
か
分
か
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と

よ
り
、
何
を
感
じ
る
か
と
い
う
こ
と

を
大
事
に
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
頭

で
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
な
く
、

目
と
心
で
感
じ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
同
じ
も
の
を
見
て
も
、
感
じ
方

は
皆
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
そ
れ
で
い
い

の
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
本
展
に
出
品
し
て
い
る
者
に

つ
い
て
は
、
そ
う
は
楽
し
ん
で
ば
か

り
は
い
ら
れ
な
い
心
情
も
わ
か
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
分
析
し

て
次
へ
つ
な
げ
る
機
会
に
す
る
こ
と

も
ま
た
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

大　

賞
・
近
藤
秋
香
（
鈴
鹿
市
）、

準
大
賞
・
阿
久
津
研
道（
亀
山
市
）

の
両
氏
に
決
定

第
72
回
展
審
査
会

第
七
十
二
回
展
の
審
査
会
は
、
三

月
五
日
・
六
日
に
名
古
屋
市
の
東
桜

会
館
で
行
わ
れ
た
。
審
査
部
を
中
心

に
各
部
担
当
者
、
事
務
方
の
全
員
が

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
協
力
し
て
円
滑

に
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

　

審
査
の
先
生
方
は
候
補
作
の
一
点

一
画
ま
で
慎
重
に
そ
し
て
厳
し
く
鑑

別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
点
を
投

じ
ら
れ
た
。
今
回
も
同
点
決
勝
が
何

度
か
あ
る
接
戦
で
、
作
品
の
水
準
が

よ
く
揃
っ
て
い
た
。

　

か
く
し
て
六
日
午
後
、
大
賞
以
下

す
べ
て
の
受
賞
者
が
決
定
し
て
審
査

会
は
終
了
し
た
。

四
月
陽
春
、
清
ら
か
で
生
き
生
き
と
光
輝
く
好
時
節
。
い
よ
い
よ
第

七
十
二
回
展
の
幕
開
け
だ
。
作
家
の
美
意
識
と
人
間
性
を
作
品
に
込
め
て
百

花
斉
放
、
両
会
場
に
多
彩
な
墨
花
が
咲
き
誇
っ
た
。
東
書
藝
の
書
の
原
点
は

自
由
。
黒
白
の
響
き
合
う
空
間
、
充
実
し
た
作
品
群
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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会
員
の
部

【
大　

賞
】

近
藤　

秋
香

【
準
大
賞
】

阿
久
津
研
道

【
知
事
賞
】

大
河
内
栄
州

【
総
領
事
賞
】

若
宮　

舞
奏

【
中
日
賞
】

駒
田
香
代
子

【
東
書
藝
賞
】

冨
永　

邑
璃

【
推　

薦
】

三
苫　

花
風

【
特　

選
】

木
村　

昌
次

下
山　

竹
葉

根
岸　

朋
華

蒲
野　

綾
扇

後
藤　

楊
柳

鈴
木　

萌
園

谷
口　

桂
月

【
秀　

作
】

田
中　

愛
乃

園
田
三
輪
子

西　
　

玉
鳳

小
倉　

一
鳩

猪
飼　

龍
雲

野
呂　

妙
香

安
田　

加
奈

今
田　

春
恵

土
井
早
知
子

杉
原　

照
楓

準
会
員
の
部

【
市
長
賞
】

長
谷
川
華
芳

【
県
教
委
賞
】

岡
田　

紅
凜

【
市
教
委
賞
】

野
口　

昌
子

【
中
日
賞
】

高
嶋　

里
奈

前
田　

翠
華

【
東
書
藝
賞
】

森
本　

春
香

【
推　

薦
】

岩
田　

春
光

【
特　

選
】

稲
葉　

畊
雲

岩
本　

恵
子

河
田　

春
香

石
川　

芙
瑤

早
坂　

幽
蘭

鈴
木　

啓
心

小
松　

あ
ゆ

梅
林　

香
堂

【
秀　

作
】

西
本　

吟
華

堀
場　

春
陽

服
部　

黄
華

小
川　

清
秋

松
田　

恵
花

水
貝　

光
華

足
立
紀
代
子

加
田　

麗
芳

長
谷
川
剛
士

山
口　

美
風

加
藤
加
壽
子

会
友
の
部

【
県
教
委
賞
】

伊
藤　

煌
華

【
市
教
委
賞
】

髙
井　

花
香

【
中
日
賞
】

滝
口　

玉
逌

【
東
書
藝
賞
】

大
塚
真
由
美

曽
貝
多
恵
子

村
田
侑
里
恵

【
推　

薦
】

山
口　

白
華

柳
原　

博
樹

松
本　

林
泉

小
松　

る
か

林　
　

直
人

【
特　

選
】

稲
垣　

曖
華

宇
佐
美　

諄

金
島　

麗
風

菅
原　

玉
翠

加
藤　

玉
扇

江
沼　

朝
美

木
村　

彩
華

伊
藤　

芳
苑

木
村　

一
晃

野
村　

邦
子

宮
地
勢
津
子

川
口　

敦
子

【
秀　

作
】

岩
橋　

道
子

金
澤　

明
子

小
川　

緑
穂

藤
井　

紫
薫

蛭
川　

晴
峯

小
島　

秀
華

増
田　

白
崖

山
本　

英
碩

中
川　

弘
美

平
子　

幸
子

志
水　

愛
泉

舟
橋
み
ど
り

後
藤　

南
星

公
募
の
部

【
中
日
賞
】

生
馬　

暁
風

【
東
書
藝
賞
】

横
井　

花
音

鈴
木　

優
子

島
田　

真
峰

【
推　

薦
】

早
瀬　

雪
花

石
原　

志
乃

金
森　

秀
山

長
瀬
千
枝
子

【
特　

選
】

上
沼　

紅
林

満
仲　

春
花

水
谷　

友
二

纐
纈　

崇
矩

平
野　

南
州

向
井　

奇
世

木
村　

緑
水

安
達　

啓
美

矢
島　

光
萩

渡
邊　

敬
斗

【
秀　

作
】

大
黒　

澄
心

森　
　

草
舟

福
田　

桂
雪

石
田
素
代
香

加
藤　

英
子

藤
澤　

郁
夫

水
野　

律
子

佐
藤
冨
美
子

第
72
回 

東
書
藝
展

各

部

受

賞

者

名会
場
で
審
査
す
る
先
生
方

第
72
回
展
審
査
員（敬

称
略
）

審
査
長

風
岡　

五
城

会
員
・
準
会
員
の
部
担
当

安
藤　

清
舟
・
谷
口　

竹
城

松
浦　

白
碩
・
鈴
木　

紫
舟

木
村　

大
澤
・
伊
藤　

春
魁

冨
永　

奇
昂

会
友
・
公
募
の
部
担
当

水
谷　

紅
楓
・
安
藤　

餘
香

山
本　

晴
城
・
井
口　

清
華

大
竹　

翠
葉
・
荻
野　

芝
翠

近
藤　

春
雪
・
𠮷
田　

南
洋
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令
和
七
年
の
年
が
明
け
、
三
十
八

回
目
と
な
る
中
部
圏
書
芸
作
家
協
議

会
・
中
日
新
聞
社
主
催
、
ʼ25
今
日

の
書
展
が
一
月
七
日
～
十
三
日
、
愛

知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。
協
議
会
を
構
成
す
る
四
団
体
、

書
典
社
十
三
、
以
文
会
四
十
七
、
玄

玄
書
作
院
四
十
八
、
我
が
東
書
藝
か

ら
八
十
三
、
計
百
九
十
一
点
を
展
示
。

各
団
体
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
こ

の
地
方
の
書
活
動
の
活
性
化
を
目
指

す
。
作
風
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、

特
色
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。
主
な
幹

部
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。�

（
敬
称
略
）

ʼ25

今こ
ん

日に
ち

の

書

展

　

令
和
七
年
二
月
二
十
四
日
～
三
月

二
日
、
ク
リ
エ
ー
ト
浜
松
三
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
31
で
開
催
。

「
楽
し
ん
で
、書
く
よ
し
、見
て
よ
し
、

結
果
良
し
」
40
回
記
念
展

景
雲
社
理
事
長　

勝
田
晃
拓

　

五
年
前
は
、
開
幕
直
後
か
ら
恐
怖

ウ
イ
ル
ス
が
世
の
中
を
一
変
さ
せ

た
。
我
が
社
中
も
そ
の
間
厳
し
い
現

実
と
向
き
合
い
、
書
の
存
在
意
義
や

進
む
べ
き
道
を
求
め
て
試
行
錯
誤
の

連
続
で
、
悩
み
な
が
ら
も
弛
ま
ず

取
り
組
み
漸
く
四
十
回
に
辿
り
着
い

た
。

　

記
念
展
と

し
て
何
が
出

来
る
か
？

…
書
が
出
来

る
有
難
さ
・

喜
び
を
感

じ
、
醍
醐
味

の
大
作
は
も

ち
ろ
ん
、
手

「
劉
基
詩
」
木
村
大
澤

「
龍
驤
麟
振
」
冨
永
奇
昂

「
島
木
赤
彦
の
歌
」
伊
藤
春
魁

「
人
生
貴
適
意
」
安
藤
餘
香

「
獻
嘉
觴
」
山
本
晴
城

「
王
昌
齢
詩 

春
宮
曲
」
安
藤
清
舟

「
秀
麗
玉
芙
蓉
」
風
岡
五
城

軽
な
ミ
ニ
サ
イ
ズ
ま
で
、
筆
と
戯
れ

た
多
く
の
筆
跡
に
は
各
人
の
筆
意
が

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
、
連
日

来
場
者
の
足
を
釘
付
け
に
し
た
。

　

特
別
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
万
博
懐
古

ジ
オ
ラ
マ
や
、
ツ
ボ
の
異
色
大
作
も

人
気
を
博
し
た
。
楽
し
ん
で
書
く
こ

と
を
ラ
ク
（
楽
）
ガ
キ
と
言
う
。
本

作
品
に
対
峙
し
た
会
員
た
ち
の
満
面

の
笑
み
が
、
如
実
に
そ
れ
を
物
語
っ

て
い
よ
う
。
上
手
く
な
り
た
い
一
心

で
始
め
た
書
が
、
上
手
く
書
け
ぬ
我

欲
で
い
つ
し
か
義
務
惰
性
的
書
作
に

終
始
し
て
い
た
自
分
に
、
ハ
ッ
と
す

る
瞬
間
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

最
終
日
、
社
中
自
慢
の
小
中
学
生

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
大
勢
の
観

衆
が
見
守
る
中
で
華
麗
に
繰
り
広
げ

ら
れ
、
記
念
展
感
動
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

に
花
を
添
え
た
。

会場風景

会場風景

第
40
回
記
念 

景
雲
社
「
絆
」
書
道
展
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第
60
回

新
春
東
書
藝
代
表
作
家
展

令
和
七
年
の
新
春
を
彩
る
第

六
十
回
新
春
東
書
藝
代
表
作
家
展

が
、
一
月
二
十
一
日
～
二
十
六
日
、

名
古
屋
電
気
文
化
会
館
東
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。
東
書
藝

幹
部
・
役
員
か
ら

四
十
四
名
の
出

品
。
そ
の
作
品
群

が
、
日
々
の
研
鑽

を
礎
と
し
た
自
由

で
大
胆
な
書
表
現

の
結
集
と
し
て
壁

面
を
飾
っ
て
い
る
。
作
家
が
そ
れ
ぞ

れ
に
思
い
を
込
め
た
墨
跡
が
、
来
場

者
を
惹
き
つ
け
て
い
た
。

東
書
藝
の
一
年
の
ス
タ
ー
ト
、

六
十
回
展
に
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
る

展
覧
だ
っ
た
。

出　品　作　家

風岡五城 安藤清舟 谷口竹城
松浦白碩 水谷紅楓 石川青崖
今枝大軒 加山幽石 鈴木紫舟
土屋桂華 羽根田菖橋 間瀬清園
松岡麗泉 本瀬芝青 木村大澤
安藤餘香 伊藤春魁 冨永奇昂
山本晴城 浅岡桃苑 荒川青曠
井口清華 石黒鴻羽 伊藤南邨
井浪幸澤 岩本清蘭 内田簣山
江口雪華 老川揺舟 大竹翠葉
荻野芝翠 野呂麗水 長谷部升香
羽根田菖風 林　磐泉 福井渓風
堀江龍舟 堀場仁翠 増田一翠
三品芳翠 宮本華楓 村瀬天謙
𠮷田南洋 渡辺清香

「
陸
游
句
」
安
藤
清
舟

「
薛
嵎
句
」
松
浦
白
碩

「
白
居
易
句
」
木
村
大
澤

「
王
安
石
詩
・
梅
花
」
水
谷
紅
楓

「
八
木
重
吉
の
詩
」
谷
口
竹
城

「
飛
」
石
川
青
崖

「
救
世
主
」
𠮷
田
南
洋

「
君
看
雙
眼
色
」
三
品
芳
翠

「
孟
浩
然
詩
」
福
井
渓
風

「
歓
喜
に
寄
せ
て
」
渡
辺
清
香

「
無
題
」
堀
場
仁
翠

「 王 維 詩 」 羽 根 田 菖 風

「
懽
―
志
貴
皇
子
の
歌
―
」
大
竹
翠
葉

「
呉
承
泰
詩
・
山
行
」
加
山
幽
石

「
李
白
詩
」
羽
根
田
菖
橋

会場風景

「 春 和 駘 蕩 」 風 岡 五 城

「
慶
」
冨
永
奇
昂
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令
和
七
年
二
月
九
日（
日
）、
愛
知

県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
12
階
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
Ａ�
に
て
、
八
十
余
名
が

参
加
し
て
院
人
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

研
修
内
容
は
、
開
会
の
こ
と
ば
、

第
一
部
講
演
「
富
岡
鉄
斎
の
画
賛
に

つ
い
て
」、
第
二
部
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
番

組
日
曜
美
術
館
」の
録
画
視
聴
。
司

会
は
安
藤
餘
香
副
理
事
長
が
務
め
た
。

先
ず
風
岡
五
城
会
長
が
、「
今
日

の
研
修
会
で
学
ん
だ
事
が
今
後
の

作
品
制
作
に
ど
う
生
か
さ
れ
て
く

る
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」、
と

開
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
た
。

次
に
第
一
部
、
藤
井
達
吉
現
代

美
術
館
・
豆
田
誠
路
先
生
の
講
演
。

そ
の
内
容
を
以
下
に
ま
と
め
た
。

令
和
７
年
２
月
９
日

院
人
研
修
会

　
「
富
岡
鉄
斎
の
画
賛
に
つ
い
て
」

　

講
師　

豆
田　

誠
路　

氏

　
（
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
主
任
学
芸
員
）

令
和
７
年 

東
書
藝
院
人
研
修
会

□
鉄
斎
の
自
己
認
識

　
「
…
南
画
の
根
本
は
学
問
に
あ
る

の
ぢ
ゃ
、
そ
し
て
人
物
を
研
か
な
け

り
ゃ
、
描
い
た
画
は
三
文
の
価
値
も

な
い
…
新
し
い
画
家
に
云
っ
て
聞

か
せ
た
い
言
葉
は
、
万
巻
の
書
を
読

み
、
万
里
の
道
を
行
き
、
以
て
画
を

成
す
只
こ
れ
だ
け
ぢ
ゃ
。」

　
「
私
は
元
来
画
家
で
は
な
い
。
儒
者

だ
。
…
余
技
に
画
は
描
い
て
ゐ
る
が

意
味
の
な
い
も
の
は
描
か
ぬ
。
何
か

世
の
戒
め
に
な
る
も
の
を
か
く
。
…
」

　
「
私
の
画
を
見
て
下
さ
る
な
ら
、

第
一
に
画
讃
か
ら
読
ん
で
貰
ひ
度

い
。
私
は
意
味
の
な
い
も
の
は
描
い

て
ゐ
な
い
つ
も
り
ぢ
ゃ
。
…
」

（
正
宗
得
三
郎
『
富
岡
鉄
斎
』

錦
城
出
版
社
）

□
鉄
斎
の
書
体

・
三
十
歳
代
前
後

　
「
針
金
落
款
」
の
時
代

・
三
十
五
歳　

　

筆
圧
が
加
わ
り
、
遅
筆
で
重
厚
な

書
風
。
い
び
つ
で
け
だ
る
く
奇
怪
な

風
趣
は
鄭
板
橋（
清
・
て
い
は
ん
き
ょ

う
）
の
影
響
か
。

・
四
十
歳
代
半
ば

　

起
筆
を
強
調
し
、
打
ち
込
み
が
明

瞭
。
前
傾
の
結
構
と
左
払
い
の
線
の

強
調
が
目
立
つ
。金
冬
心
の
影
響
か
。

□
鉄
斎
作
品

□
鉄
斎
と
碧
南

　

鉄
斎
は
明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）

頃
、
伊
賀
上
野
で
石
川
三
碧
と
出
会

う
。
三
碧
南
は
碧
南
で
味
淋
醸
造
業

を
営
む
石
川
家
の
二
十
五
代
目
。
落

ち
着
い
て
画
を
描
く
所
を
探
し
て

い
た
鉄
斎
は
、
同
年
か
ら
石
川
邸
に

逗
留
す
る
。
こ
の
時
か
ら
続
い
た
親

交
は
大
正
（
一
八
九
五
）
に
三
碧
が

死
去
す
る
ま
で
続
い
た
。和

合
万
福
図

（
夫
婦
の
金
婚
式
を
祝
す
）

こ
の
よ
う
に
鉄
斎
像
、
三
十
代

か
ら
八
十
代
ま
で
の
作
品
・
画
賛
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
、
ま
た
石
川
三
碧
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
の
作
品
紹
介
・
解
説

を
丁
寧
に
し
て
下
さ
っ
た
。

第
二
部
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
美
術

館
、「
老
い
る
ほ
ど
に
輝
く
ー
最
後

の
文
人
画
家
・
富
岡
鉄
斎
―
」
の
視

聴
。
第
一
部
・
豆
田
先
生
の
講
演
を

拝
聴
し
た
後
な
の
で
よ
り
理
解
が

深
ま
っ
た
。

最
後
に
木
村
大
澤
理
事
長
の
閉

会
の
言
葉
。
研
修
部
へ
の
ね
ぎ
ら
い

と
、
書
だ
け
で
な
く
画
・
詩
な
ど
で

感
性
を
磨
い
て
ま
た
書
に
生
か
し

て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
漢
詩
・
漢
文

の
教
養
の
必
要
性
を
説
い
て
研
修

会
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。



（6）

令
和
七
年
三
月
十
二
日
～
十
六

日
、
岡
崎
市
美
術
館
に
て
。

15
回
記
念
展
に
寄
せ
て

　
　

有
鄰
会
代
表　

安
藤
餘
香

神
谷
葵
水
先
生
が
亡
く
な
ら
れ

た
後
、
有
鄰
会
を
立
ち
上
げ
無
我

夢
中
で
や
っ
て
き
て
、
お
蔭
様
で

十
五
回
の
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
最
初
は
故
・

渡
辺
静
流
さ
ん
達
の
「
葵
友
会
」

と
一
緒
に
展
覧
会
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
渡
辺
さ
ん
亡
き
後
単
独
開

催
と
な
り
、
会
場
面
積
が
二
倍
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
会
員
の
皆

さ
ん
に
は
大
作
に
挑
ん
で
い
た
だ

く
な
ど
し
て

何
と
か
会
を

盛
り
上
げ
て

参
り
ま
し

た
。
十
回
展

の
時
に
は
岡

崎
で
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
が

発
生
し
、
開

催
二
日
で
展

覧
会
が
中
止

と
い
う
ハ
プ

第
15
回
記
念 

有
鄰
書
展

ニ
ン
グ
も

あ
り
ま
し

た
が
、
今

回
ま
で
続

け
て
こ
ら

れ
た
事
は

本
当
に
感

謝
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

会
員
数
は
高
齢
化
等
も
あ
っ
て
発

足
時
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
作
品
作
り
に
対
す
る
熱
意
は

回
を
重
ね
る
ご
と
に
増
し
て
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ

の
十
五
回
展
を
観
て
下
さ
っ
た

方
々
に
は
き
っ
と
感
じ
て
い
た
だ

け
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
は
二
十

回
展
を
目
指
し
、

よ
り
一
層
努
力

し
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま

す
。

令
和
七
年
四
月
　
第
一
五
四
号

発
行
　
東
海
書
道
藝
術
院

編
集
　
加
　
藤
　
松
　
亭

　
　
　
堀
　
江
　
龍
　
舟

◇
第
66
回
新
道
書
道
会
展

会
期　

４
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰

会
場　

四
日
市
市
文
化
会
館

主
催　

新
道
書
道
会（
豆
子
紫
甲
）

◇
第
46
回
宏
道
書
会
選
抜
展

会
期　

５
月
７
日
㈬
～
11
日
㈰

会
場　

栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

◇
第
67
回
游
心
書
展

会
期　

６
月
４
日
㈬
～
８
日
㈰

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

游
心
書
道
会（
松
浦
白
碩
）

◇
第
30
記
念
回
無
名
會
書
展

会
期　

６
月
10
日
㈫
～
15
日
㈰

会
場　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

主
催　

無
名
會
（
渡
辺
清
香
）

◇
令
和
７
年
度
東
書
藝
総
会

期
日　

６
月
15
日
㈰

会
場　

中
電
ホ
ー
ル

◇
’25
八
千
代
書
道
展

会
期　

６
月
28
日
㈰
～
29
日
㈰

会
場　

�

く
わ
な
メ
デ
ィ
ア
ラ
イ
ブ
多
目
的
ホ
ー
ル

主
催　

書
芸
八
千
代
会（
梶
蘇
山
）

◇
’25
「
今
日
の
書
」
代
表
作
家
展

会
期　

７
月
８
日
㈫
～
13
日
㈰

会
場　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

主
催　

中
部
圏
書
芸
作
家
協
議
会

◇
第
48
回
公
募
梓
会
書
道
展

会
期　

７
月
15
日
㈫
～
21
日
㈪

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

書
道
研
究
梓
会

　
　
　
（
勝
川
香
艸
・
伊
藤
春
魁
）

◇
’25
心
象
展

会
期　

８
月
13
日
㈬
～
17
日
㈰

会
場　

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

好
日
社
（
鈴
木
紫
舟
）

◇
第
41
回
清
和
会
書
展

会
期　

８
月
19
日
㈫
～
24
日
㈰

会
場　

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

主
催　

清
和
会
（
牧
野
邑
翠
）

◇
東
書
藝
夏
季
一
泊
研
修
会

期
日　

８
月
24
日
㈰
～
25
日
㈪

会
場　

湯
の
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

（
三
重
郡
菰
野
町
）

◇
第
59
回
碩
山
書
院
一
門
展

会
期　

８
月
30
日
㈯
～
31
日
㈰

会
場　

蒲
郡
市
民
会
館
東
ホ
ー
ル

主
催　

碩
山
書
院
（
大
竹
翠
葉
）

　
　
　
　
　
　
　
　

仝
振
興
会

◇
第
51
回
宏
道
書
展

会
期　

９
月
２
日
㈫
～
７
日
㈰

会
場　

名
古
屋
電
気
文
化
会
館

主
催　

宏
道
書
会
（
山
本
晴
城
）

◇
第
28
回
東
書
藝
選
抜
小
品
展

会
期　

９
月
９
日
㈫
～
14
日
㈰

会
場　

栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

東
海
書
道
藝
術
院

◇
第
43
回
飯
田
書
人
会
展

　

９
月
開
催
予
定

　

会
期
、
会
場
未
定

（
編
集
後
記
は
省
略
し
ま
し
た
）

今
後
の
予
定

「寒梅」 安 藤 餘 香

「
左
思
詩
」
鈴
木
礼
美

｢鴬花」左：安藤餘香代表　右：鈴木礼美氏

会
場
風
景


